
 

 

 

日時： 6 月 7 日、 6 月 28 日、 7 月 5 日 

毎回水曜日  19:00-20:30（全 3 回） 

費用： 各回 1,000 円、学生は無料 
日本文化は、明治以降キリスト教に様々な影響を受けています。 

生後間もなく洗礼を受け西欧文化や哲学に親しんだ森有正、キリスト教における

博愛の精神を社会運動として実践した賀川豊彦、日本においてのキリスト教に多大

な影響を与えた内村鑑三など、キリスト教と思想やその作品との関係について、各

回の講師が語ります。 
 

各回の内容： 

①6/7 「森有正とキリスト教」    釘宮明美(白百合女子大学教授) 

②6/28「賀川豊彦とキリスト教」  金井新二（東京大学名誉教授） 

③7/5 「内村鑑三とキリスト教」  高橋章（日本大学国際関係学部・大学院教授） 

 

 

吉満義彦の読書会   ［初回のみ水曜日になります。］   木曜 19：00～20：30   

阿部仲麻呂 （上智大学大学院および日本カトリック神学院兼任講師） 

吉満義彦(1904-45)は、戦前の昭和期に活躍した代表的なキリスト教哲学者です。岩下神父の友人であ

り、真生会館の前身である聖フヰリッポ寮の第二代責任者となりました。吉満義彦をともに読み、哲学や

文学にキリスト教思想から取り組んだ現代的意義とその成果を読み取ってみませんか。 

 

 

お申込み・お問合せ 

 一般財団法人真生会館 
             〒160-0016 東京都新宿区信濃町 33 番地 4 (JR信濃町駅) 

Tel:    (03)－3351－7121      Fax:  (03)－3358－9700 

E-mail: gakushu@catholic-shinseikaikan.or.jp 

URL:    http://www.catholic-shinseikaikan.or.jp 

4 月 26 日(水)  若松英輔(著) 『吉満義彦』をめぐって                    

5 月 25 日(木)  吉満義彦(著) 『神秘主義と現代』                         

6 月 29 日(木)  吉満義彦(著) 『文化と宗教の理念』                 

7 月 27 日(木)  吉満義彦(著) 『詩と愛と実存』  


